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序章 問題の所在と研究の目的   

現代の日本の幼稚園で毎朝行われているお集まり(朝の会)は，幼稚園生活に於ける一日

の活動の始まりとして，幼児にとって重要な役割を担う時間である。その起源である「会

集」が，歴史的背景によりどのように変容を遂げ，如何なる内容であったのか，それを解

き明かすことが本研究の目的である。 

海外（英語文献）における「お集まり（朝の会）」の研究については，専門能力開発に

おける朝礼の時間の活用(Borns & Bradleytein,2007)や，社会的・感情的スキルと認知的

スキル獲得の包括的な就学前カリキュラムを作成する為の，朝のミーティング時間利用

（Cage,Charlene K.,2010）など，小学校就学前にある幼児教育で「朝の会・朝礼」の時

間は教育的に意義ある重要な時間として認識されている。その時間は，「Morning 

Meeting や Morning Circle また広い意味での Circle Time 」として，幼児期や児童期

の教育現場での意義を認める研究が進められている。朝の集会での多くの活動は，朝のメ

ッセージや視覚的なスケジュール，カレンダーの時間など，特別なニーズを持つ子どもた

ちにとっても有益である。Borer, M（2017）は，朝のミーティングとその構成要素の価値

を強調し，テクノロジーを取り入れることが幼い子供たちの学習を促すだけでなく将来へ

の準備にもなることから，テクノロジー統合についても提唱している。また，自信を育む

「朝の会」の目標を生徒たちに提供することを目的として朝礼で社会科のカリキュラムに

つなげるアクティビティ（Carson & Cofie ,2017）や，「朝の会」を徹底的に検討しプロ

グラムを開発し完成させている（Beckley,2000）マニュアルとして教員が利用できる書籍

なども多く存在している現状である。日本の研究については，大野（2010,2012）は，家

庭から園生活になじむために「朝の会」がルーティン化されそのことによってスクリプト

が形成され園生活が成り立っていくことにつながることを検討し，保木井（2020）は，幼

稚園の集まり場面における子どもと保育者の相互行為の在りようを示している。しかしな

がら，「お集まり（朝の会）」の意義や方法などを明記している文献はなく研究も多いと

はいえない。現在の保育現場での実践については，各園の方針や宗派による方法で行われ

ており，前日の遊びの連続性の観点から実施していない園もあるなど，その内容も様々で

ある。そこで本研究では，現代の日本の幼稚園で毎朝行われているお集まり(朝の会)に着

目し，その起源である「会集」が，我が国の幼稚園の始まりである東京女子師範学校附属

幼稚園中心に，歴史的背景によりどのように変容を遂げ，如何なる内容であったのか，地

方の史料も取り上げて解き明かしていく。史料については，岡田正章の他には日本の幼稚

園教育史の研究者に未だ言及されていない山口県の幼稚園保育日誌を分析対象として，保

育実践レベルで解明する。  

我が国では，欧米のフレーベル主義幼稚園をモデルとした幼稚園教育の導入により，フ

リードリヒ・フレーベル(Friedlich Fröbel，1782−1852)によるキンダーガルテン創設か

ら 36 年後の 1876(明治 9)年 11月，東京女子師範学校に附属幼稚園が創設されたことで本

格的に幼稚園教育が始まった。その後，数々の幼稚園の歴史研究やフレーベル主義幼稚園

https://www.proquest.com/openview/5a128663931c160db16dd2a1c1058ef9/1?pq-origsite=gscholar&cbl=27755
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の研究が行われてきた。幼児教育史研究における現在の課題の一部として，湯川(2007)

は，地方の幼稚園教育史に関する史料・資料の発掘の必要性を述べている。明治前期にお

いては比較的研究が進んでいるにもかかわらず，東京女子師範学校以外についての幼稚園

の実態解明は十分に進んでいないことや，大正期以降の史料に基づく幼児教育の展開過程

をその時代の社会状況と関わらせて実証的に検討する必要があると指摘している。また，

宍戸(1988)は，史料の発掘，収集，整理という基本的な作業が低調であることや，史料が

入手しやすい思想史，制度史，施史などに重きがおかれ，具体的な保育内容や保育方法・

力リキュラムなど現場の保育実践に踏み込んだ歴史的研究が少ないことを課題として挙げ

ている。田中（1998）は，幼児教育の歴史的研究について公的な文書以外の日誌など幼児

教育史料の発掘と収集の困難さを指摘し，小山(2012)は，幼稚園に焦点をあてた歴史的研

究において地方幼稚園間の関係性の存在について十分に検討がなされてこなかったと指摘

するとともに，宍戸，湯川らと同様，実践者レベルでの保育思想の実態に迫る研究の重要

性を説いた。さらに，金子(2013)は，東京女子師範学校附属幼稚園関係者以外の比較軸的

に用いられた対抗的な理論や，歴史の中で立ち消えていった地方の保育方法論などにも光

を当て，それらの展開・収束の経緯・過程を精査していく必要があると考察している。こ

のように，「会集」の起源の解明においても，幼稚園における保育案からの分析として，

保姆の手記や研究ノ一トなどの探索と収集を通じ，保育実践変容の背後と絡めて明らかに

していくことが求められる。 

以上を踏まえて，「会集」における起源の解明について，先行研究の課題として次のも

のがあげられよう。（1）地方の幼稚園教育史に関する史料・資料の発掘による実態解明

は必要であるが日誌などの史料発掘と収集が困難である点，（2）地方の幼稚園における

保育日誌などの史料に基づく幼児教育の展開過程や幼稚園の背景の検討が進んでいない

点，である。この課題意識より，幼稚園教育史研究で触れられていない幼稚園教育の実践

内容の歴史のなかにおいて「会集」について，地方の幼稚園における一次史料から解読し

検討を行う必要があるといえる。 

本論文の構成は以下の通りである。現代の日本の幼稚園で毎朝行われている「お集まり

(朝の会)」の起源であると考えられる「会集」が，歴史的背景により保育内容の変遷とと

もにどのような変容を遂げてきたのか，我が国の幼稚園の始まりである東京女子師範学校

附属幼稚園で行われていた「会集」を中心に，「会集」の歴史的変遷について資料と一部

史料から分析する（第 1.2 章）。次に，発掘した一次史料の山口県における仏教系幼稚園

について，歴史的背景と人物との参照・交流関係を明らかにする（第 3章）。その上で，

保育日誌の史料を解読し，フレーベル主義幼稚園と比較しながら仏教系幼稚園の保育内容

の特徴を述べ，幼稚園教育実践の内容で特に「会集」の内容と歴史的変遷について仏教系

幼稚園の実態と特色を明らかにする（第 4.5章）。最後に，以上の研究を総合し，東京女

子師範学校附属幼稚園関係者との繋がりや，歴史の中で取り上げられていなかった地方に
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おける保育実践について精査し，「会集」に着目することの意義を本研究の成果として提

示する（終章）。 

 

第１章 幼稚園教育実践における「会集」への焦点化 

フレーベル主義幼稚園の研究については，唱歌遊戯内容を中心とした時間割や規則内容

の検討(福原 1992a，福原 1992b)，見習い方式による保姆養成方法の検討(田中 2003a)，

園舎の建築史的検討(永井 2005)，出席の促進方法の検討(福原 2007)，保育時間割にみる

保育内容の検討(山岸 2010)，子ども中心主義の萌芽的実践の検討(西小路 2011)，恩物の

具体的利用方法の検討(小川 2012)などの史料に富んだ大阪市愛珠幼稚園の保育内容に踏

み込んだ史料分析研究などは多くみられる。しかし，現代の日本の幼稚園で保育内容とし

ては位置づけられていない毎朝行われている活動の「お集まり（朝の会）」の歴史につい

て着目した研究は海外（英語文献）の論文をレビユーしても見当たらない。 

「東京女子高等師範学校六十年史」によると，明治期の「会集」の始まりは，遊戯室に

集まり唱歌を行なっていたことが理解できる。このことから，明治期最初の「会集」の意

義は，幼児と保育者が一堂に会して顔を合わせながら，楽しむ機会を設け一日の始まりを

共に喜び合うことにあると考えられる。その後，保育内容の歴史的変遷により時代の潮流

と共に，「会集」の位置付けはどのように変容していったのであろうか。東京女子師範学

校附属幼稚園の開設とともに日本の幼稚園教育史は始まり，現代の幼稚園で行われている

教育実践内容へと変遷を遂げていく。明治期に幼稚園教育実践の中で重要視されていた

「会集」が，その後の保育内容の歴史的変遷とともにどのような変容を遂げていくのか，

その詳細について次章から論述する。 

 

第 2 章 我が国の幼稚園における「会集」の歴史 

第 2 章では，東京女子師範学校附属幼稚園を我が国における「会集」の始まりとして，

その歴史を踏まえた上で，日本の幼稚園教育史における「会集」の歴史的変遷を論考す

る。現代全国の幼稚園をはじめとする保育の場で行われているお集まり（朝の会）は，明

治期開設の日本で最初の幼稚園である東京女子師範学校附属幼稚園を起源として，その時

代の変遷とともに幼稚園規則の改訂を繰り返しながら，全国の幼稚園に浸透し変容をとげ

てきた。1899（明治 32）年の「幼稚園保育及設備規程」で「会集」は，保育内容の項目の

中に入れられなかった。しかし，それ以降も現場において「会集」は重視され「会集」の

ために遊戯室の重要性も考えられた。その園の教育理念を幼児たちに伝えるのに適切であ

るとして，昭和になってからも「会集」を推奨するものが多かったことは注目に価する。

「会集」は，小学校と類似した性格をもちながらも，子どもと保育者の毎日の生活の繰り

返しの中で，幼稚園独自の文化としての位置づけが確立されていったと理解できる。 

全国的な「会集」の時間については，1876(明治 9)年の開設当初の東京女子師範学校附

属幼稚園の保育課程による保育時間表では，毎日最初に 30分の室内会集の時間が設けら
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れている 。1877(明治 10)年になると，7月に幼稚園規則が制定され，保育課程の科目の

他，時間表も定められ，以後の幼稚園に大きな影響を与えたといえる。さらに，1884(明

治 17)年になると，これまで保育課程の保育科目を改正し，「会集」についても「1.会集

ハ毎日先ツ諸組ノ幼児ヲ遊嬉室ニ集メ唱歌ヲ復習セシメ且時々行儀ニ就テ訓悔ヲ加フルモ

ノトス」と定められた。わが国初の官立幼稚園として設立されたこの園は中央にある模範

的な幼稚園として，永続し日本全国に多くの影響を与えた。また，この保育内容や保育方

法は，東京女子師範学校の卒業生や附属幼稚園関係者，あるいはこの園に実習に来た人た

ちを通して，直接・間接的に全国に広まっていったことが推測される。また，明治期開設

の後続幼稚園における「会集」の時間は，大阪府立模範幼稚園 ・鹿児島女子師範学校附

属幼稚園・愛珠幼稚園・若松幼稚園 については，東京女子師範学校附属幼稚園に倣って

設定しているが，「会集」の時間を縮小し 20分としている。また，「幼稚園保育及設備

規程」が制定される直前の 1898(明治 31)年頃の豊浦幼稚園の日課表では，さらに時間が

短縮され 15 分となってきている。1889(明治 22)年の愛珠幼稚園の幼稚園規則の中の第二

章保育規程の第 7条には，「会集」については，主に全体への談話・唱歌・遊戯等を楽し

ませることと記載されているにとどまり，具体的内容については明記されていない。さら

に，キリスト教系幼稚園の「会集」は，1900(明治 33)年の明星幼稚園保育課程の中で，

「会集」の内容として，「敬礼・唱歌・修身・談話」と記載され，「開誘日記」及び「園

則(案)」第八章の保育要旨によると，「第一 会集，諸組ノ幼児ヲ一室ニ集メ唱歌談話等

ニヨリ協同一致親愛ノ性情ヲ育テ且時々容儀等ニツイテ訓誨ヲ与フルモノトス」と記され

ている。 

大正期になると，大正自由教育との関係の中，倉橋惣三らによる形式主義的な規律の批

判により，「会集」という文言は次第に消えていった。1926(大正 15)年に公布された「幼

稚園令」では，保育内容が「遊戯，唱歌，談話，観察，手技 等」とされ，従来の 4項目

に「観察」が加えられ，「等」の付加により，幼稚園では 5項目に限定されずに保育内容

を考えることができるようになり，「礼拝」や「朝礼」も含まれることになった。そし

て，本来「会集」の中に位置づけられていた「礼拝」や「朝礼」も継続されていく園もあ

り，1日の始まりとしての重要な役割をもつ現代の幼稚園・保育園に息づく「朝の会」へ

変容をとげていることが示唆される。さらに，その後，昭和の時代になり，まだ「会集」

を行っていた幼稚園も見られたが，太平洋戦争を境に「会集」という言葉による現在の

「朝の会」は，確実に変容を遂げたと考えられる。戦後，1945(昭和 20)年に連合軍総司令

部は「日本教育制度の管理」に関する指令を出し，軍国主義的イデオロギーの普及禁止に

より，小学校の修身科の授業は完全に廃止されたことは幼稚園教育にも影響があり，軍国

主義的内容は削除された。禁止された行動の中に，保育中の一斉行動として「朝礼」「会

集」の文言も含まれていることが，「戦争終了から 2年 4か月間の幼稚園の状況調査」に

よりわかる。このことにより，「会集」という文言は，確実に保育の現場から消えていっ

たことがわかる。その後も，保育内容については，連合国最高司令官総司令部の民間情報
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教育局係官であったヘファナンの指導のもとで 1948(昭和 23)年に「保育要領」が作成さ

れた。その「保育要領」全ての内容の中には「会集」という文言は，一切使われていなか

った。また，幼稚園の保育内容について，その基準の編纂のために倉橋惣三を中心とした

幼児教育内容調査委員会を設置し，ヘファナン女史から「朝の礼拝がぬけている」との指

摘もあったが，倉橋らにより指導書に書くことは無理との意見が通り，「会集」の内容と

関連した点はないまま原案として提出された。 

このような時代の流れの中，「会集」という文言は消えていったが，幼児にとって長時

間緊張をさせる内容については，その具体的な内容を検討しながらも，幼児と保育者が一

堂に会して顔を合わせながら，楽しむ機会を継続させていくことの必要性については名前

を変えた形で存続していったのではないだろうか。この「会集」の時間としての価値が，

現在の保育現場でも行われている「朝の会」の継続の意義と考える。 

 

第３章 山口県における明治期開設幼稚園の史料に着目して 

第 3章では，山口県における明治期開設の華浦(現鞠生)幼稚園（以下，華浦幼稚園と記

載する）の史料による分析を行うために，まずその史料を保存されていた山口県の幼稚園

の歴史について我が国の幼稚園のはじまりとの関係を紐解いていく。 

1876(明治 9)年，我が国最初の正式な幼稚園である東京女子師範学校附属幼稚園が開園

され，その後各地の幼稚園は，東京女子師範学校附属幼稚園の影響を強くうけて設立され

ていくこととなる。日本に創設されたキリスト教主義幼稚園については，明治期に米国人

宣教師によって 1886(明治 19)年金沢に開設された英和幼稚園(現在の北陸学院短期大学附

属第一幼稚園)に始まった。1889(明治 22)年には神戸に頌栄幼稚園を創設し，その後キリ

スト教主義幼稚園は次第に増し，1896(明治 29)年には 15園が米国人宣教師により開設さ

れていった。その流れにより，山口県においても，山口市に 1895(明治 28)年，北米長老

教会宣教師コルテス女子によって明星幼稚園が設立された。 このように，我が国のキリ

スト教主義幼稚園の発展の経緯については自明のことであるが，山口県に存在する日本最

古の仏教系幼稚園のはじまりについては，岡田(1979)の『幼児保育小事典』の中で，明治

期の仏教保育として幼稚園では「華浦幼稚園（山口・明治 25 年），共愛幼稚園(兵庫・明

治 30年)，常葉幼稚園(京都・明治 34 年)，足利幼稚園(明治 34 年)が知られている」と記

載されているのみで，その詳細は明らかにされていない。また，1979 (昭和 54)年文部省

刊行の『幼稚園教育百年史年表』の中においても，明治期の山口県の幼稚園設立について

の記載は全くなく，山口県は日本の幕末から明治維新の歴史的背景やその私塾等の関連か

らも教育熱心な県であることが明確であるにもかかわらず，その時代の幼稚園教育実践内

容に言及した研究は管見の限りない。先に述べた本研究の目的としての端緒を開くために

も，明治期における山口県の幼稚園教育史を概観した上で，日本最古の仏教系幼稚園とし

て設立された華浦幼稚園に焦点をあて，地方の史料をもとに歴史的背景を探るとともに

様々な人物との「中央」の繋がりからその嚆矢を解明していく。山口県の幼稚園について
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は，1979 (昭和 54)年文部省刊行の『幼稚園教育百年史年表』の中には，明治期の山口県

の幼稚園設立についての記載は全くなく，岡田(1979)による『幼児保育小事典』の仏教保

育の中での「華浦幼稚園(山口・明治 25 年)」の記載と，湯川（2007）の保育課程に対す

る規制として 1893（明治 26）の 3幼稚園(岩国幼稚園・華浦幼稚園・豊浦幼稚園)におけ

る保育課程の疑義とその訂正について記載である。また，研究ノートとして，西本・国広

（2011）による山口県における幼稚園・保育所の拡充についての研究はあるが，主に量的

な歴史的変遷の言及が存在するのみである。このようなことから鑑みて，山口県地方にお

ける幼稚園教育に関する研究は十分言及されているとはいえない。中央と山口県地方との

繋がりを解明し，明治政府の近代化政策のなかで，欧米の進んだ文化導入の一環として海

外から取り入れられた「中央」いわゆる東京女子師範学校附属幼稚園設立に関係した人々

との影響と繋がりを解明する必要性を見出した。 

そこで，華浦幼稚園設立には明治期における山口県（長州藩）の歴史的背景や幕末期や

明治維新から輩出された多くの人材および浄土真宗を通じた歴史的関係者の参照・交流関

係が影響を与えていることが解明された。特に，松野礀と松野クララや関信三，島地黙雷

や楫取素彦と華浦幼稚園園長香川黙識との関係性について論述している。 

 

第４章 仏教系幼稚園の史料による教育実践内容と「会集」 

わが国における幼稚園は，明治期後期の創立の原動力となった系譜を見ると，公立系統

宗教に関係のない私立系統，キリスト教系統，保育所系統，仏教系統，その他の系統（寺

子屋から変遷したものなど）に分かれている。中でも私立幼稚園は，設立母体によって一

般保育と宗教保育を行っている園があり，宗教保育を大別すると多くはキリスト教保育と

仏教保育，その他神道保育などに分けられている。キリスト教系幼稚園の設立について

は，1880（明治 13）年に桜井女学校附属幼稚園が開設され，我が国におけるキリスト教主

義の幼稚園の基礎を築いたことに始まり，その歴史や教育内容についても明らかである。

しかし，仏教系幼稚園の教育内容の起源については現在までも十分に明らかにされている

とはいえない。現代における仏教系幼稚園の様に，その一日が合掌礼拝に始まり，生活の

中に宗教的儀礼など仏教精神を基にして宗教情操教育を取り入れた保育活動が行われてい

たことが推測されるが，実際にどのような実践がなされていたのか，また教育実践内容は

どのようなものであったのか追究する。我が国の仏教系幼稚園の起源を持つと言われる華

浦幼稚園では，フレーベル思想に基づく東京女子師範学校附属幼稚園における教育内容の

類型と同様な保育が展開されながらも，必ず仏教的な色彩の濃い「会集」を園の生活のは

じまりに置いていた。東京女子師範学校附属幼稚園やそれを範とする他の幼稚園では「会

集」の時間の中に，「唱歌」や「お遊戯」を行うことが多かった。1891（明治 24）年に

は，幼児への負担や儀式化への反発から，「会集」の時間も短くなり，また大正期になる

と「会集」自体も行われないようになっていった（三吉 2018）。しかし，華浦幼稚園で

は，はじめは教訓色の強い仏教の内容についての「訓話」が「会集」で行われはしたもの
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の，時代の変遷とともに，幼児の生活への気づきや諸注意，仏教の説話にとらわれない内

容に変容していった。また，一日のスケジュール「会集」の位置付けは大きく，保育者に

よる多くの記載がされており，仏教系幼稚園の時間の中で重要視されていることが明らか

である。「会集」中の園児の様子や教師と園児のやりとりについてもいきいきと描写され

ていた。また「会集」の取り組みだけではなく，教育実践内容においても，明治期に一般

化したフレーベル主義幼稚園の内容が継続され，「恩物」による保育も行われていたり，

また小学校令施行規則に則り「遊嬉」「唱歌」「手技」「談話」の実践も垣間見られた。

さらには当時，流行していた土川五郎の律動遊戯や，「手技」作品を持ち帰らせる「お土

産」といった先進的な試みも実施されていた。これらのことは，仏教的な教義を中心とし

た保育を展開している仏教系幼稚園というこれまでの画一的なイメージを塗り替えるもの

であると考えられる。併せて華浦幼稚園ではフレーベル主義幼稚園として設立された東京

女子師範学校附属幼稚園の保育内容も取り入れつつ，また時代の潮流にも敏感に反応しな

がら，仏教（浄土真宗）を基盤とした独自の教育実践を進めていることが特徴として明示

された。 

 

第 5章 仏教系幼稚園の「会集」に関する史料解析 

本章では，第４章の仏教系華浦幼稚園の保育日誌から明らかになった「会集」について

特に熱心に記載されていた 1922(大正 11)年度 一ノ組の保育日誌を主たる分析対象と

し，その具体的内容と宗教性(宗教的実践)を解明した。その際，宗教性を以下の真鍋

(2013)の定義に依拠して，特に，宗教的実践について論考した。宗教性とは，人間や宗教

団体がもつ宗教的な性質のことであるが，真鍋 (2013)は「宗教性の定義は研究者の数だ

け存在する」とし，宗教的信念(religious belief)， 宗教的実践(religious 

practice)，宗教的知識(religious knowledge) ，宗教的経験(religious experience)，

道徳という領域での宗教的行動の結果 (moral consequence of religious behavior) な

ど宗教性の定義として 5つの次元(Glock and Stark 1965)をあげている。分析方法として

は，上記の 5 項目の宗教性の中でも，ここでは，保育活動の「会集」の中で，「礼拝」

など宗教的実践に関わる次元を宗教性と位置づけ，日誌の文言から関連用語を全て抽出し

た。その上で，Microsoft Excel を使用して 1年間 244 日分の全ての日誌「会集」部分の

文言を入力し，年間，学期，月毎に数値化し実践活 動内容の種別にカテゴリー化した。

その際，上位カテゴリーと下位カテゴリーについて命名し，その内容と頻度から華浦幼稚

園の「会集」の特性を考察した。その結果，大正 11 年度の日誌の中で見られる月毎の宗

教性(宗教実践)の用語を明らか にすることで，カテゴリー化された用語頻度(延数)から

「礼拝」に通ずる関連用語としての「静なり・静寂・合掌・礼儀・作法」また，「説法」

への関連する用語として「訓す・法話・訓戒・心得・善悪・愛・ 死・命・戒め・」仏教

行事「命日・報恩講」や宗教による祖師との直接的関連用語として 「仏様・お釈迦様・

聖徳太子・親鸞聖人・神・御仏神」などを導き出し，宗教性(宗教的実践)の特色を明らか
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にすることができた。また，保育日誌の丁寧な読み解きにより保育者と子どもの会話や保

育者の子どもに向ける宗教的信念も示唆された。今回の大正期保育日誌の史料解析によ

り，我が国最古の仏教系私立幼稚園として華浦幼稚園を引き継いだ鞠生幼稚園は，大正期

には宗教教育を基底とした「会集」が顕著に見られる保育活動であったことが明らかとな

った。特に，浄土真宗の開祖である親鸞聖人は日本に仏教を広めた聖徳太子を観音菩薩の

生まれ変わりとしてその功績を大いに讃えたことからも，現代の幼稚園・保育園に祀られ

ている聖徳太子像との繋がりが明らかとなった。このような，仏教系 (浄土真宗)幼稚園

の宗教性(宗教的実践)から，現代に引き継がれている朝の会の起源としてのその変遷を窺

える。特に，華浦幼稚園の場合は，「会集」と宗教行事の関連性も大きく，先述した大正

11年度の日誌記録からも，宗教儀礼を中心とした徳育上の教育効果を重んじた「会集」の

時間を重要視していたことがわかる。大正後期以降，日本の幼児教育史では「会集」は消

えていったように捉えられているが，それでも華浦幼稚園において継続していたのは，宗

教的信念や徳育主義によるものも大きいであろう。その変遷についても仏教系幼稚園の特

色が影響しているといえる。デイリープログラムの中で行われる宗教儀礼については，時

代とともに形式主義として否定されて，行事の中で行われる宗教儀礼とは内容を異にした

方向性へ移行していったのではないかとも考えられる。 

 

終章 総合考察 

以上の研究を総合し，全員が揃い再会を喜び合う共感的な会合の場としての機能を目的

とした，現代の日本の幼稚園に繋がる毎朝行われている「お集まり (朝の会)」の起源で

ある「会集」の目的の変遷について考察した。湯川(2019)は，保育日誌の分析によりその

時代の保育を実践レベルで掴むことができるようになると述べている。また，金子(2013)

は，保育手記の分析から保育実践変容の背後にあると思われる問題意識を探ることの可能

性を提起している。その手法を援用して，「会集」の変容過程を分析することによって，

日本の創成期における幼稚園教育の姿を保育実践レベルで論考し，本研究の成果として得

られた知見を以下に示す。 

第一に，現在，我が国の幼稚園をはじめとする保育の場で行われている朝の会（お集ま

り）は，明治期の東京女子師範学校附属幼稚園の「会集」を起源として，時代の変遷とと

もに幼稚園規則の改訂を繰り返しながら，全国の幼稚園に浸透し歴史的背景により変容を

とげてきた。その方法や内容もそれぞれの園毎に変化していき，「会集」は，小学校と類

似した性格をもちながらも，子どもと保育者の毎日の生活の繰り返しの中で，幼稚園独自

の文化としての位置づけが確立されていったと理解できる。 

第二に，明治期開設の仏教系華浦幼稚園の教育実践内容は，フレーベル思想に基づく東

京女子師範学校附属幼稚園における教育内容の類型と同様な保育が展開されながらも，

「会集」を重視した強制とは異なる礼拝や仏教的人格陶冶の実践を通した徳育的教育効果

を持っていたことが示唆された。 
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第三に，仏教系華浦幼稚園の日誌の具体的な「会集」は，断片的ではあるが宗教的文言

が多く見受けられ，宗教行事の関連性も大きく，宗教儀礼を中心とした徳育上の教育効果

を重んじた「会集」の時間を重要視していたことがわかる。大正後期以降，日本の幼児教

育史では「会集」は消えていったように捉えられているが，それでも華浦幼稚園において

継続していたのは，宗教的な信念や徳育主義によるものも大きいことが保育実践レベルで

明らかとなった。 

本研究では，我が国の幼稚園の始まりである東京女子師範学校附属幼稚園で行われてい

た「会集」を起源として，史料の解析を中心に保育内容の歴史的変遷とともに変容してき

た「会集」の実相を明らかにしてきた。明治前期の「会集」の意義である「幼児と保育者

が一堂に会して顔を合わせながら，楽しむ機会を設け一日の始まりを共に喜び合うこと」

から歴史的背景により変容を遂げ，時代の潮流と共に，その方法や内容もそれぞれの園毎

に変化していき，最初の意義とは違う方向へと変容していることが理解できる。子どもに

とっての「会集」は，楽しく喜びを共有する時間よりも，保育者主導の強制的な訓誡を行

うのに適した時間となっていく。大正時代に入ると，多くの幼児を一か所に集めて画一的

に行うものについては，幼児を長時間緊張させ疲労を与えるとして，倉橋惣三等の進歩的

な考え方の幼稚園から非難も生じた。一方，従来通り「会集」が保育にとって大切である

と説く保守的な考え方も少なくなく，「会集」の賛成者も幼児に緊張させず疲労を避ける

ように注意していると反論しており，そこに論争が行われている。幼稚園令を制定するた

めの1925（大正14）年の調査結果によると，「会集」を行っている幼稚園はわずかに

1.6％に過ぎなかったことが報告されている。しかし，大正新教育の中心的課題は，「子

ども理解，子どもの心理の理解」であり，倉橋惣三が最も意を用いたのは，子どもが安心

して自発性を発揮し，能動的な経験の中で知的にも感情的にも力をつけ，幼児なりの自己

コントロールを身につけてゆくことだったと思われる。その点から「会集」は子どもの自

発的な活動を制約し，言葉による教誨や規律によって子どもに窮屈で形式的な行動を強制

しかねないこともあり，それは自主的人格を育てる上でマイナスとなるような考え方をし

たのではないかと推察する。また，その指摘を受け取らずに，「会集」を続けた幼稚園が

多くあったことは，「会集」の教育的意義を認めたのか，ただ習慣的にそうしただけなの

かも，史料の裏付けによる実証はないため確定できないが，倉橋惣三の目指す近代的で自

主的な人格が日本ではまだ理解されなかっただけなのかもしれない。強制力や権威による

教育は，子どもの中に内発的なモラルが育たず，強制しなければコントロールを失うこと

が戦後改革で議論されたことであろう。また，その後，昭和の時代になり，まだ「会集」

を行っていた幼稚園も見られたが，太平洋戦争を境に「会集」という言葉は変化してい

く。小学校においても，第二次世界大戦前には「学校全体の統一精神の涵養」に朝会の主

眼がおかれ，特に戦時下には合同体操や校長訓話などが厳しく実施された。戦後，1945年

(昭和20)連合軍総司令部の「日本教育制度の管理」に関する指令により，小学校の修身科

の授業が完全に廃止された時期，幼稚園教育においても「会集」という文言は消えてい
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く。そして，「会集」という名前はなくなりながらも，現代の日本の幼稚園・保育園で行

われている全体集会やお集まり（クラス単位での朝の会・モーニングサークル等）に通ず

る活動として，変容を遂げ儀式として存続したと考える。また，そのような「会集」の歴

史において，仏教系華浦幼稚園の保育日誌に記載された「会集」の内容から，宗教儀礼を

中心とした徳育上の教育効果を重んじた「会集」の時間を重要視していたことがわかる。

大正後期以降，日本の幼児教育史では「会集」は消えていったように捉えられているが，

それでも仏教系華浦幼稚園において継続していたのは，宗教的な信念や徳育主義によるも

のも大きいことが保育実践レベルで明らかとなった。 

以上のように，本研究では，我が国の幼稚園の教育実践内容「会集」の歴史的変遷と地

方の仏教系幼稚園における大正期の「会集」の具体的内容が明らかとなり，明治期より続

いてきた日本の幼稚園の歴史の一端が「会集」に現れていることが示唆された。その際，

主に大正期以降の一次史料（保育日誌）から幼稚園の教育実践内容「会集」の展開や意義

を描くことに焦点化しており，明治期から大正期にかけて連続した保育日誌という記録を

対象として検討することはできなかった。そのため，今回の史料による知見は，仏教系幼

稚園における「会集」の一事例でしかないことからも，厳密には仏教系幼稚園の教育実践

内容を詳細に描ききることはできなかった。今後はその間隙を埋める史料を発掘し，明治

期から大正期にかけての幼稚園教育内容の「会集」の全体像に迫ることが課題である。し

かしながら，そこには宍戸（1988）や田中（1998）が指摘したように，新出史料入手の困

難さが立ちはだかるという限界がある。今後は可能な限りその課題に取り組みつつも，日

本の現状を踏まえた上で，「会集」から変遷した現代の日本の幼稚園の「文化」としての

教育実践内容に，応用可能な知見を導くための更なる検討が求められる。 
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【史料】 

・鞠生幼稚園所蔵 1911（明治 44）年度の保育案，1914（大正 3）年度保育日誌，1921（大

正 10）年度二ノ組保育日誌，1922（大正 11）年度一ノ組・三ノ組保育日誌，1943（昭和 18）

年度の保育日誌，および大正 3 年度製作帳（毎月の作品），明治 41 年度以降卒園児名簿，

明治 41年度会計簿，昭和 15 年度個性調査表等 

・明星幼稚園 書籍・Photo Album・唱歌集やその他ファイルなど 26 点である。明治 28 年

～32年 7月 11 日までの Photo Album，明星幼稚園記録，創立百年史作成のための資料ファ

イル他 
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